演説参考例　改定版　　　　２０１１・２・２１　　　　　　　　　　日本共産党愛知県委員会ＳＳ

みなさん。日本共産党です。３月４日から市議選が行われます。今度の市議選では、「市民のための議会にするのはだれか」ということが問われています。「暮らしの痛みがわかる議員を」のあなたの思いは、○○○○に託してください。議員報酬半減や海外視察廃止など市民目線で議会改革をすすめ、新しい議会で２つの仕事を行います。
　
第１の仕事は、福祉の切り捨てを許さず、くらしの声を市政に届けることです。
「介護や福祉をよくしてほしい」というのが、アンケートでの一番の願いです。日本共産党は、国保料の１人１万円引き下げ、保育園や特別養護老人ホームの増設で待機を解消、子どもやお年寄りの医療費無料化の拡大、住宅リフォーム助成制度の創設など、福祉を充実し、家計を応援する市政を実現します。

みなさん、河村市政のもとでも、「オール与党」なれ合いの、暮らしに冷たい政治は変わりませんでした。児童福祉施設では年に一度の海水浴に行く予算が３割もカット、入学式に着せる服も新調できず、１年間の運営費より１つの大企業の減税分の方が多い状況になりました。河村市長の「減税」の目的は「支出の削減」であって、くらしの充実ではありません。「減税で行革がすすむ」といって、私学助成を１億２千万円削減しました。国民健康保険料を大幅に値上げし、年金所得１２０万円の単身者の保険料は１５万円。所得の１２・５％です。特別養護老人ホームの待機者は５８００人、保育園の待機児も１７６６人と増えるばかりです。そのうえ保育園や市立病院も廃止・民営化されています。
一方で、財界いいなりに、中部空港第２滑走路や本丸御殿の再建などをすすめ、マニフェストでは天守閣の木造再建も明記しました。
天守閣が保育園より優先することでしょうか。ムダな事業を見直し、政令市第２位の財政力を生かせば、みなさんの願いは実現できます。市長選直後に市長へ、子どもの医療費無料化の拡大などを申し入れ、中学卒業まで一気に前進しました。住宅リフォーム制度も、市長に「いい制度」と答えさせました。日本共産党の行動力があってこその仕事です。日本共産党の○○○○にご支援をお願いします。
第２の仕事は、憲法と地方自治を守り、数の力で押し切ろうとする市長の暴走を許さないことです。
「減税日本」は河村市長のマニフェスト推進を目的にしています。河村市長は「減税日本」の議員で議会の過半数を獲得し、「何でも賛成」の議会をつくろうとしています。減税日本に続けと、民主・自民・公明までも、なだれをうって河村市長にすり寄っています。みんなの党も、主張は「徹底した行政改革」で中身は同じです。議会を無力化し、市民の声が届かない、市長の思うままの政治にしていいのでしょうか。児童虐待や保育などは地域でやればいい、区役所も民間がやればいいという政治にしていいのでしょうか。河村市長は、憲法９条は「恐ろしい条文。変えた方がいい」と憲法を守る気もありません。
こんな時にこそ、市長におもねらず、市民のために働く日本共産党の議員が必要ではないでしょうか。日本共産党は市政アンケートでみなさんの声を聞き、市民の声を市政につなぎ、行政をチェックしています。市民との共同で、自動車図書館廃止や保育料の値上げを中止に追い込んできました。２００２年に報酬引き下げが実現するまで１９８４年から毎回引き上げに反対し、費用弁償の廃止や政務調査費の公開なども実現しました。日本共産党の○○○○は民主主義破壊の市長の暴走に歯止めをかけます。
いま「現職か新人か」「既成政党か地域新党か」と言われていますが、議員を選ぶ基準は「市長いいなりか、それとも、市民のために働くかどうか」ではないでしょうか。日本共産党は、市民こそ政治の主人公の立場で、市民に寄り添い、苦しみや困難の解決にがんばっています。派遣切りで住むところもなく途方に暮れていた人が、「困った時は共産党に相談するといいよ」と紹介されて、相談に訪れ、親身になって解決してきました。日本共産党の議員を議会に送ってください。報酬半減や海外視察の廃止など、議会改革をすすめ、市民の暮らしをよくする市政実現に頑張ります。日本共産党の○○○○にご支援をお願いします。
